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１.校則に関して
・他の高等学校や中学校から比べても、細か
く厳しい内容の校則が多かった。
・大人の視点からの昔ながらの古い校則が多
く、子どもを信じて、子どもに任せてみよう
というものはなかった。
２.教師の意識
・しかし、２０１９年度から、マルチレベルアプ
ローチ（ＭＬＡ）を取り入れた、プロアクティブ
な生徒指導の取り組みを開始し、一変した。
・教員がしっかり学び、専門性とチーム性を
高め、効果的な実践を行い、教師が生徒のい
いところを見るようになり、生徒と教師の対
話が増え、生徒が成長し、思いやりと温かな
学校風土が醸成し、生徒にルールメイキング
を任せてみようというように教員の意識が
変化した。
・教師の校則への考えも「なんでも禁止」から
「教えて解禁」へとシフトした。

①児童生徒・学校の実態 ②ねらい（目標）
・生徒のWell-beingの実現を目指し、生徒が「ルールメイキング(校則改訂)」に主
体的に参加し、対話を通して、互いを尊重できる人間尊重の意識を高め民主的な
態度を育成する。

③活動内容
１．生徒の自治的活動による「ルール
メイキング」の取組
(1)生徒のプロジェクトチームの発足
(2)改訂したい校則の洗い出し
(3)生徒によるグループスーパービ
ジョン形式での話し合い

(4)教師・保護者へのプレゼンテー
     ション
(5)校則の改訂

２．教師の研修
・教師の専門性とチーム性を高める
継続的で体系的な研修の実施

2024年度
５月 生徒総会、有志募集
６月 チームルールメイキング発足

昼休みの話し合い開始
７月 他の高校生と交流会（ズーム）

「ルールメイキングにキックオフ」
第１回全校集会で課題整理(グルー

         プワーク)
夏休み 他校・企業交流会
9～11月 昼休み活動：生徒総会に向け

て課題設定、情報収取
12月 第2回全校集会で提案・見直し
1月 臨時職員会議に生徒から提案

原案の見直し検討
２月 職員会議、卒業式前１週間試行
２０２５年度
5月 ＰＴＡ総会で提案予定
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1.生徒の自治的な活動の活発化
(1)生徒が自主的に検討チーム参加
(2)生徒会役員選挙の公約の実現
(3)民主的手続きによる規則改訂の経験
2.自己有用感・効力感の醸成
3.生徒と教師の信頼感の高まり
4.マルチレベルアプローチ(MLA)を取り入
れた教育による、プロアクティブな生徒指導
の定着と深化→生徒のコミュニケーション
力・課題解決スキルの向上
(1)他者への関心
(2)自己理解・他者理解
(3)共感スキル
(4)サポート・信頼・ストローク
(5)コミュニケーションスキル
(6)課題解決スキル
以上、順序性を持たせたトレーニングの効果

④成果 ⑤課題
1.ルールメイキング
(1)生徒の話し合いの時間の十分な確保
(2)生徒と教師の話し合いの時間の十分な
確保
(3)大人のマインドセットの転換
2.学校体制・教員研修
(1)教師の専門性とチーム性向上のための体
系的研修継続のための、十分な質と時間の
確保
(2)プロアクティブな生徒指導継続のための
学校組織としての維持システムの構築
(3)教員の異動による継続的取り組みへの
不安の解消
３.人間尊重の教育に関しての、幼・小・中・高
の連携
４.就学前や小・中学校段階での、プロアク
ティブな生徒指導プログラムの導入

⑥今後の取組の方向性
１．ルールメイキング
(1)次年度のＰＴＡ総会での生徒か
らの提案
(2)校則の改訂
(3)実施後の振り返り・見直し
2.教員研修と働き方改革
研修時間の確保が、必ずしも、働

き方改革の業務削減に相反するも
のではないという意識転換（※研修
時間が削られ、教師の専門性が低下
し、生徒指導困難事例に対応できな
くなり、自信を失い、さらに生徒指
導案件が増え続けるという悪循環
を断ち切る。）
3.他校への普及
他校へのプロアクティブな発達支持
的生徒指導研修の提供
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⑦-1参考資料（生徒が教師にプレゼンしたスライド １）
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⑦-２参考資料（生徒が教師にプレゼンしたスライド ２） ３学期始業式の日の放課
後に臨時職員会議が開催
され、生徒会有志による、
ルールメイキング検討チー
ムの生徒から、先生方に提
案がなされた。普段は、ど
ちらかと言うと、教師に甘
えて和気あいあいと交流す
る生徒と教師の関係から、
提案者と提案を受ける立場
になり、緊張した雰囲気の
中で会議がスタートした。
教師側からは、かなり
突っ込んだ質問もあり、生
徒が何と答えるのかとハラ
ハラドキドキ・・・「持ち帰っ
て検討します」と生徒代表
が答弁。生徒の成長を感じ
る場面でした。
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⑦-３参考資料（ルールメイキングの話し合いに向けたトレーニングと授業の約束）

④の成果に示した、生徒のコミュニケーション力・課題解決ス
キルの向上へのトレーニングには順序性があり、そのことを教
師が研修で学び身に付ける必要がある。その内容は、ＭＬＡプ
ログラム（ＳＥＬ、ＰＢＩＳ、ピア・サポート、協同学習）のうちの1つ
である「ピア・サポート」の研修で学ぶことができる。
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ＭＬＡでは、上記の約束を授業のたびに確認してい
る。これが守れないと、生徒の心理的安全が保た
れなくなり、対話的な学びが成立しない。ルールメ
イキングの話し合いには欠かせないポイント。
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⑦-４参考資料

課題解決スキルの５つのステップ
ルールメイキングでは、特に、グループスーパービジョンを
重視する。正に、「主体的・対話的で深い学びに繋がる。こ
れも、ピア・サポートの研修で詳しく学べる。
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⑦-５参考資料

改訂された、生徒指導提
要と、マルチレベルアプ
ローチ（ＭＬＡ）の4つのプロ
グラム（ＳＥＬ、ＰＢＩＳ、ピア・
サポート、協同学習）と、学
びのユニバーサルデザイン
（ＵＤＬ）との関連は右図の
通りである。
第3層のところにある「ア
セス」は、生徒理解のため
の学校適応感尺度アンケー
トである。
本校では、2019年度か
ら、これらを取り入れた教
育を展開し、成果を上げ、
今回のルールメイキングの
試行につなげた。
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⑦-６参考資料（ＭＬＡプログラムの全体像）
本校では、順序性を持たせて、ＭＬ
Ａを導入した。まず、ＳＥＬ（社会性と
情動の学習）で、感情理解、感情コ
ントロールを含むソーシャルスキル
を身に付る。次に、スキルだけ身に
付いても「あいつとは関わらないほ
うがいい」と言うスキルを発揮して
しまうと人間関係が生まれないの
で、ＰＢＩＳ（ポジティブな行動介入と
支援）で、思いやり行動には価値が
あると学び、行事などの実際のピ
ア・サポート活動で発揮する。そして、
授業の中でのピア・サポート活動が
協同学習である。さらに、豊かな情
緒的交流がそれらの基盤となり、学
びのユニバーサルデザイン（ＵＤＬ）
で学習環境を整備する。
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⑦-７参考資料

本校では、左図のように
ＭＬＡを教育課程に位置付
けて実施している。
縦串が、学習指導要領上
の整理で、横串がＭＬＡから
見た整理になる。目的はど
ちらも同じなので、心理・社
会的発達を目指すためには
ＭＬＡにこだわらなくてもか
まわないが、ＭＬＡは理解し
てしまえば、簡単なので、学
校全体でも共通言語として
使えて、体系的にまとまっ
ているので使いやすい特徴
がある。
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⑦-８参考資料 ＭＬＡは、高校生年齢から
でも効果はあるが、就学前
や、小・中学校からの導入
が、さらなる効果を生むこ
とが、先行研究で明らかに
なっている。
本校は、特別支援教育の
センター的機能校として、
他校に向けて、プロアク
ティブな発達支持的研修を
提供している。
提供しているＭＬＡ研修会
の例を左図に示す。
ＭＬＡ研修の特徴：すぐに使
える実践に結び付いた理論。
教師の交流を促す対話型。
体系的に整理された持続
的な内容。意欲と自信の向
上を図る構成etc
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⑦-９参考資料（参考図書 １）
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ピア・サポートプログラムの指
導案や使えるシートが参考に
なります。

ほんの森出版

■すぐ始められるピア・サ
ポート～指導案＆シート集
〔森川 澄男／監修 菱田 準子／著〕

問題解決の力を身に付けるポ
イントやワークシート付のプロ
グラムが収録。

明示図書

■ピア・サポートを生かした
学級づくりプログラム

〔山口 権治／著〕

ＰＢＩＳについて理論的解説と、
実際に使える資料などが盛りだ
くさん。

ほんの森出版

■ＰＢＩＳ実践マニュアル＆
実践集

〔栗原 慎二／編著〕

ピア・サポートの最上位の「対
立解消」。教師が身に付けても
役立ちます。

ほんの森出版

■ピア・サポートによるトラ
ブル・けんか解決法(DVD付)

〔池島 徳大／監修･著 竹内 和雄／著〕

改正された生徒指導提要では、「ＳＥＬ」が明示され、感
情理解、感情コントロール、感情表出を含むソーシャル
スキルの重要性が示されました。本書で紹介されてい
る指導案や図は、Ｗｅｂ上からワードでダウンロード出
来て、学級の状況に合わせて作れます。

ミネルヴァ書房

■社会性と情動の学習（SEL-8S）の導入と実践
〔小泉 令三／著〕

■社会性と情動の学習（SEL-8S）の進め方（小学校編）
〔小泉 令三・山田 洋平／著〕

■社会性と情動の学習（SEL-8S）の進め方（中学校編）
〔小泉 令三・山田 洋平／著〕
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⑦-１０参考資料（参考図書 ２）
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就学前の子どもたちに最適の、
SEL満載の一冊です。

世界文化社

■こどものきもちをはぐくむ
紙芝居作成ブック(CD-ROM付)
 〔小泉 令三・山田 洋平／著〕

プロアクティブな生徒指導の
具体的なコーディネートにつ
いて満載です。

ほんの森出版

■教育相談コーディネーター
これからの教育を創造するキーパーソン

〔栗原 慎二／著〕

「生徒にルームメイキングを任
せてみよう」とシフトできたの
は、この１冊から。

ほんの森出版

■マルチレベルアプローチ
～だれもが行きたくなる学校づくり

〔栗原 慎二／編著〕

MLA展開のためには、研修の
次に重要なのが児童理解です。

ほんの森出版

■アセスの使い方・活かし方
〔栗原 慎二・井上 弥／編著〕

全ての児童生徒にとって学びやすい学習

環境整備は、良質な生徒指導と言えます。

東洋館出版社

■ＵＤＬ 学びのユニバーサルデザイン
〔トレイシー・Ｅ・ホール、アン・マイヤー、
デイビット・Ｈ・ローズ／編著〕

〔バーンズ亀山静子／訳〕
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